
⼤学院集中講義 

講義名︓  物理化学特別講義Ⅰ（１単位） 

講 師︓    鈴⽊ 通⼈（⼤阪公⽴⼤学・教授） 

タイトル︓  磁性体の対称性と物性現象 
⽇時・場所︓10 ⽉ 14 ⽇（⽔）3，5 限         8 号館３０2 号室 
      10 ⽉ 15 ⽇（⽊）2，3，5 限       12 号館 2０6 号室 
      10 ⽉ 16 ⽇（⾦）1，2 限，セミナー   12 号館 2０8 号室 

セミナーは図書館 1F プレゼンテーションルームにて 15:15 からの予定です． 

授業番号︓博⼠前期 R0319, 博⼠後期 R0320    履修申請締め切り︓２０２6 年 10 ⽉ 7 ⽇（⽔） 

履修申請⽤ QR コード・formsURL 

                https://forms.cloud.microsoft/r/7pC18n6K9Y 
         
 
講義要旨︓ 

近年、正味の磁化をほとんど持たないにも関わらず、従来は強磁性体に特有
と考えられてきた物性を⽰す反強磁性体が⼤きな注⽬を集め、その探索と物性
発現機構に関する研究が精⼒的に⾏われている。ある物質において、異常ホー
ル効果などの物性現象が発現し得るかどうかは、その物質に内在する「対称性」
による制約を受ける。本講義では、対称性を記述し解析するための⾔語である
群論を、⽐較的単純な原⼦クラスター上の磁気配列など具体的にイメージでき
る系を⽤いて基礎から学んでいく。その上で、（磁気）点群・（磁気）空間群に
よる物質や磁気構造の対称性の記述法と、群の表現や既約表現を⽤いた解析⽅
法を習得し、磁気秩序による対称性の破れと物性発現の関係を、反強磁性体に
おける異常ホール効果などを具体例として学ぶ。 

授業の後半では、前半で⾝につけた群論の⾔葉を⽤いて、ブロッホの定理、
波数、逆格⼦、第⼀ブリルアンゾーン、エネルギーバンドといった概念を群論
の観点から捉え直し、固体電⼦論の基盤となる諸概念のより深い理解を⽬指す。 

問い合わせ先︓物理学専攻 服部⼀匡（内線 3352） Email: hattori@tmu.ac.jp 


